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r十訓抄』の中国故事

帝王 にまつわ る説話 をめ ぐって

西 田 禎 元

『十訓抄』は、鎌倉時代の建長4年(1252

年)に 成立 した説話文学で、その名が示す よ

うに、小主題別に十段 に分け られた、教訓i潭
く　 i>

282話 か ら構成 され ている。

序文(総 序1、 小序10)と 践文 をふ くむ

総数294話 のうち、中国の故事 を要素 に して

い る小話は60話 を超 え、全体 の約五分 の一

を 占めている。

本稿で は、それ ら多 くの巾国故事 を要素に

した説話の中か ら、三話以上にわた って登場

す る皇帝や国王をめ ぐっての説話にっいて、

少 し考えてみ ることに したい。

1舜 帝をめ ぐる説話

舜帝は太古の伝説上の帝王であ り、いわゆ

る五帝(司 馬遷の 『史記』 によれば、①黄帝

②額項③高辛④尭帝⑤舜帝の五人)の 一人で、

先帝尭の娘たち(蛾 皇 と女英)を 妻 に して、

後継者となった。

舜の継母 にあたる後妻 に惑 うた父親に殺 さ

れそうになったが、二人の賢妻によ って守護

され たことは、『列女伝』(漢 代、劉向撰)な
く　　　

どでよ く知 られるところである。

この舜帝 をめ ぐる説話が、『十訓抄』 には

三話 ほど見 られ る。

(そ の1)第 三 「不 レ可 レ侮 二人 倫_事 」 第

16話

出身が賎 しくても才能や人徳 によ って、帝

王や大 臣になれ るという教訓讃の中で語 られ

ている。

胡広(後 漢代 の宰相)、 黄憲(後 漢代 の有

徳の人)、 傅説(股 の高宗の賢 臣)、 呂尚(太

公望 、周の文王の賢臣)、 密戚(春 秋時代 の

衛の人 、斉 の桓公の大夫)、 顔 回(孔 子の弟

子)、 開子篶(孔 子 の弟子)ら の賢者 と並び

紹介 され ている。

虞舜は雷沢の下 邑なれ ども、後 には帝位
くは ヨ　

にの ぼ り(100ぺ)

この 記 述 は 、『史 記』 の 「五 帝 本 紀 」 を ふ

まえ て の もので あ ろ うか 。『史 記 』 には次 の

よ うに記 され て い る。

舜耕 二歴 山_、 漁二雷 沢_、 陶 二河 浜_、 作

二什 器於寿 丘_、 就 二時於 負夏_。(『 史記』
く　の

一、52頁)

このような苦労を しなが らも、 自分を憎む

父や継母 に孝養を尽 くした。

こうした舜の孝道は世間の評判となり、尭

帝が後継者を求めた折に、四岳(尭 帝の側近)

は辞退 し、舜を推挙 したのであ る。
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出 自は一介の労働者であ っても、仕事の才

能や人徳 によって、有虞舜 は帝位 にっ いたと

いえるだろう。

『十訓抄』第三 グルー プの主題 は、「人を

侮 ってはいけ ない」 とい うことであり、表面

的には侮 られ る対象であ る、貧 しく身分が低

くても、その人の才能と徳望 によって、立身

出世も可能であ るということになる。

(そ の2)第 六 「可 レ存二忠 信 ・廉 直 旨_事 」

第17話

後漢 の光 武帝(前5～57年)、 王葬(前

45～23年 、新 の帝王)、 簗噌(漢 の高祖 の武

将)、 予譲(戦 国時代の晋 の刺客)、 藩安仁

(晋の文人)、 晋の武帝、伯喩(漢 代の孝子)、

董永(後 漢代の孝子)、 郭巨(後 漢代の孝子)

らの故事 と並んで、重華(舜 帝)の 説話が記

され ている。

重華は頑 なる父にっかへ、珀喩は怒れ る

母に したがふ(162ぺ)

舜の父親である瞥聖が、後妻の子を愛す る

あまり、亡 き先妻の子である舜を殺そうと し

た ことにっ いては、前にも記 したとお りであ

る。

この小説における 「忠信 ・廉直 旨」とは、

親 に対す る正 しい、素直 な行 い 、す なわ ち

〈孝の道〉を全 うした舜の生 き方であろう。

(そ の3)第 六 「可 レ存 二忠 信 ・廉 直 旨_事 」

第21話

この小説の主人公たちは女性であ り、舜帝

をめ ぐる話 も、蛾皇 ・女英二人の后 にスポ ッ

トがあて られている。

馬元正の妻サ氏、隠由の妻葡采 、石季倫 の

愛妓緑珠 らと並んで、夫や愛人に対する貞節

を貫いた、貞女の鑑 として語 られている。

舜帝の后、餓皇女英は、湘浜 にかな しみ

の色をのこ し(167ぺ)
くは 　　

r列 女伝』などの故事には、夫の舜を助け、

夫の両親 に仕えた嫁女 としての、聡 明で貞淑

な姿が記され ていたが、結局二人は、南方巡

察の旅に出た舜の客死のあとを追い、湘水 に

入水す る。「湘浜 にか な しみの色をのこ し」

とは、 この故事 をふまえた記述である。

『列 女伝』では、「母儀伝 」に列せ られ て

い るが、『十訓抄』小話 の主題 か らす れば、

む しろ 「貞順伝」に列せ られ るべ き女人たち

である。

(その4)第 十 「可レ庶二幾才能 ・芸業_事 」

第55話

後 漢 の 武 王(明 帝 の誤 りか)、 虎 牙(漢 代

の 武 将)、 唐 の 太 宗(597～648年)、 魏 徴

(太 宗 の 名 臣)、 房 玄 齢(太 宗 の宰 相)ら の

故 事 と並 ん で、 舜帝 の 説話 が 記 され てい る。

舜帝 の とき、八 榿 ・八 元 と名 付 て、十 六

族 の文 士 を選 れ しが如 し(296ぺ)

この 話は 、『史記 』「五 帝 本紀 ・舜帝 」 をふ

まえた 記述 で あ る。

昔 、高 陽 氏有 一才子 八人_。 世 、得 一其利

_、 謂 一之八 榿_。 高 辛 氏有 一才 子八 人_。

世 、謂 一之八 元_。 此 十六 族者 、世 済 一其

美_、 不 レ阻 二其 名_至 二於 尭_。(中 略)

舜 挙二八 榿_、 使 レ主 二后 土_、 以揆 二百事

_、 莫 レ不二時序_。(『 史 記』 一 、56頁)
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八人の温和で才能のあ る人物と、八人の善

良で才能のあ る人物を用い、家庭 も社会 も平

和 に治めたという。

一・芸 に秀で ること
、時に適 った才能 の力を

発揮す ることの大切さを教訓 している小話で

ある。

IIT'J王 を め ぐる説 話

紺王は股王朝最後の王で、酒池肉林の故事

で有名な悪王の代表的存在である。

(その1)第 二 「可レ離 二橋慢_事 」第5話

(その5)第 十 「可 レ庶二幾才能 ・芸業_事 」

第67話

瞬玉(秦 の穆公の娘)、 王喬(秦 の霊王 の

太子)、 黄帝(「 五帝」 の最 初 に位 置づけ ら

れ る伝説上 の帝王)、 禺王(夏 王朝の始祖 、

黄帝の玄孫)ら と並んで、舜帝の故事が引か

れている。

雲調 一黄徳_軒 丘遠、風奏 一南薫_舜 道興

(307ぺ)

大江以言(955～1010年)が 作 ったという

詩句の一節で、瑠琴(美 しい琴の音)は 治世

の音であるという主題を詠 じたもののようで

ある。

雲は黄帝の徳を奏で、軒丘 に行きわた り、

風は情 け深い薫 りをたちこめ、舜帝の政道を

盛んにす る、という内容であろうか。

「南薫」がr孔 子家語』の次の記述をふ ま

えていることは明 らかであろう。

昔者、舜弾一五絃之琴_、 造一南風之詩_。

其詩臼 、南風之薫 分、可ご以解 一吾民之

温_号 、南風之時号、可ご以阜 一民之財_
く　う　

号。(418頁)

この小話 には、管弦 の徳が舜帝の政治を盛

んに したという故事をとお して、才芸 を身に

つけるべきことの重要性が説かれている。

呉王夫差や始皇帝 と並んで、僑慢のゆえに

滅んだ尉王の故事が記され ている。

焚 一鹿 台 之 宝 衣_。 殿 一阿房 之広 殿_。

(84ぺ)

『貞観政要』(唐 代、呉競の撰)「 君道第一」

に記されている魏徴の言を引用 した文章であ

り、故事は 『史記』「股本紀」 に見 られる。

周武王於 レ是遂率二諸侯_伐 レ紺。(中 略)

紺走入登二鹿 台_、 衣二其宝玉衣_、 赴 レ

火而死。(『史記』一、139頁)

股の糾王が周の武王に故め られたとき、紺

王が鹿台宮に登 り、秘蔵 の宝玉の衣を身にっ

け、火中に身 を投 じて死んだという。

その鹿台宮と、始皇帝の阿房宮を列挙 して、

わが主君である唐 の太宗は、彼 らのような贅

沢な宮殿を必要 としないと、魏徴は述べ るの

である。

「可レ離二僑慢」 という 『十訓抄』の教訓

に合致 した、中国古代の故事 といえよう。

(そ の2)第 三 「不 レ可 レ侮 二人倫_事 」 第

16話

身分賎 しくとも、才能 と徳望のゆえに、帝

位や宰相の位にっ いた人物 に対 して、夏の桀

王や股の紺王は、天子であ りなが ら、徳行劣

れ るゆえに、身分賎 しき人 よ りも、人問 とし
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て劣 っているという小話が記 され ている。

虞舜は雷沢 の下 邑なれ ども、後には帝位

にのぼり、密戚は牛 口の匹夫た りなが ら、

っゐに くにのまっ りごとにのぞむ。桀 ・

紺 は天子た りしか ども、顔 ・閨がいや し

き身に劣れ り(100ぺ)

「舜帝」の項でも触れた故事であるが、舜

帝が優れた人物の例 として語 られていたのに

対 し、紺王は劣 った人物 の例 と して紹介され

ている。同類の桀王は、夏王朝末代の悪王で、

股 の湯王に滅 ぼされた。

小話の直接 の出典は、『貞観政要』「君臣竪

戒第六」であろうか。

朕 又聞、桀紺、帝王也。以二匹夫.一比レ之、

則以為 レ辱。顔関、匹夫也。以二帝王_比
く　　　

レ之 、則 以為 レ栄。

(そ の3)第 五 「可 レ撰 二朋 友_事 」 第18

話

日本の安康天皇、平城天皇、崇徳上皇 ら三

天皇と、中国の股紺王、周幽王の二王 を挙げ

て、朋友(伴 侶 ・后妃)を 選ばなか ったゆえ

に、悪政の極みであ った という教訓謳である。
く　 フ　

もろこしの股紺 ・周幽王、姐姫 ・褒似 と

て、二人 なが らばけ物にてあ りけ るを、

御門さと りしりたまはず 、寵愛 して、か

れがいふま!に ふるまひ給ふあひだ、そ

の国ほろびにけり(141ぺ)

股の紺王は姐姫を、周の幽王は褒妙を寵愛

す るあま り、彼女たちの言い なりで政治をお

ろそかに し、国を滅ぼ して しまったというの

である。

『史記』「股 本紀」 には、次のよ うな記述

が 見 られ る。

〔紺 〕好 レ酒 淫 楽 、嬰 二於 婦 人_、 愛 二姐

己_、 姐 己之 言 是 従 。(中 略)以 レ酒 為 レ

池 、縣 レ肉為 レ林 、使 三男 女 保 、相=逐 其

間_、 為一長夜之飲_。(『 史記』一、134～5

頁)

悪 名 高 き 「酒 池 肉林」 の故事 で あ る。

また 、 同書 「周 本紀 」 には 、次 の よ うな記

述 が見 られ る。

三 年 、 幽王壁=愛 褒 妙_。(中 略)褒 姐 不

レ好 レ笑。 幽 王 欲二其 笑_。(中 略)有 二憲

至_、 則 挙二縫 火_。 諸侯 悉 至。 至 而 無 レ

冠 。 褒妙 乃大 笑 。 幽 王 説 レ之 、 為 数 挙 二

燵 火_。 其 後 不 レ信 。 諸 侯亦 不 レ至 。(中

略)幽 王 挙 二k火_徴 レ兵 。兵 莫 レ至 。 遂

殺 …幽 王驕 山下_。(『 史 記』 一 、196～9

ぺ)

人 を騙 したた め に 、い ざ とい う とき に、信

じて も らえ なか った 、 とい う教 訓 諜 の要 素 を

併せ 持 っ有 名 な話 で あ る。

ともあれ 、 夏 の桀王 、股 の 紺 王、 周 の幽王

は 、 中 国古代 愚王 の代 表 で あ る。

(そ の4)第 六 「可 レ存 二忠 信 ・廉 直 旨_事 」

序

主君の悪政 を諫めなか った家 臣の保身を教

訓す る小話である。

箕子が紺のこ 玉ろのあ しきを知なが ら、

いっは りたぶれ して奴 となり(中 略)此

等は身のためをかまへ、諌へ るばか りに

て、報国の臣にあ らず(143ぺ)

箕子は比干や微子 と共 に股の三仁 といわれ

ている。紺王に人の道 を説いたが、聴かれず
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して殺 された り、紺王のもとを去 った親族で

ある。

『史記』「宋微子世家」 に次 の記述が見 ら

れ る。

紺為二淫洪_。 箕子諌不 レ聴。(中 略)乃

被 レ髪伴狂而為 レ奴。(『史記』五 「世家

上」、262頁)

『十訓抄』の作者は、「身のためをかまへ」、

「諌へ るばか り」で、「報 国の臣にあ らず」

と厳 しい指摘 であるが、比干の生命を賭 して

の諌言 も無意味であ った ことを思えば、悪 し

き主君であっても、その人のために、

是 彰二君之悪_、 而 自説二於民_。 吾不 レ

忍 レ為也。(同 上)

として、世間か ら隠遁 した箕子のあ り方は、

容易には責め られまい。

このような箕子であ ったれば こそ、周 の武
く　　　

王が教えを請 うたのである。

(その5)第 六 「可 レ存二忠信 ・廉直旨_事 」

第1話

諌言 といっても、時機や状況や相手 によ っ

て同様でない。そ うした一例と して、伯夷 ・

叔斉の諌言を用 いず、紺王を攻めた武王の故

事 を紹介 している。

周武王、股紺 をうたむがために、義兵を

あげてかの くにへむかひた まひ し時、孤

竹 のふた りの子、三の理 をたてS諌 をな

す といへ ども、呂望がはか らひに付て、

終 に紺 をほろぼす。是 は紺の心おごれる

によりて、国是をそむ く間、天の授、人

のあたふ る時 なれ ば、子細 におよばず

(144ぺ)

天 と民衆が授与 して くれた 「時」を感 じ、

呂望(太 公望)の 策 に従 い、心奢れ る紺王を

討伐 した というのである。

「義兵をあげて」の一句に、 この戦いの正

当性が 明示されている。

ここで も、紺王 は悪役であ った。

(そ の6)第 十 「可 レ庶二幾才能 ・芸業_事 」

第63話

股の紺王が師莚に作 らせた 「北里」 という

楽曲を、旅の宿で聴 いた衛の霊公が感動 し、

楽官の師泪に採譜 させ、晋の平公のもとで披

露 したところが、平公の楽官を している師B

が、亡国の曲であるか ら演奏 してはいけない

と告げる。

平公 は、 自分は老齢でもあ り、国が滅んで

も愁 えることはないと言い、ただひたす ら、

昔の楽 曲を聴 きたいと願 う。

その場に居合わせた人たちは、師暖を除い

て皆感動の涙を流 したというのであ る。

『十訓抄』の説話は、主題に添 うた 「音楽

の徳 ・才芸」を語 っているが、典拠 と思われ

る中国の文献 には、師暖の指摘が正 しか った

ことが記され ている。

『十訓抄』 の説話は次のとお りである。

衛霊公と云人、晋の国へ ゆ く道 に、漢水

と云 ところに、や どりた りけ るに、(中

略)琴 を引音 あり。師漏 と云人を召て、

此声を琴のね にうつ し給。其後晋平公の

もとにおは しつ きて、「かSる 物の子を

こそ うつ し侍 。」 とて、 しらぶ るに、実

に類ひなし。其後、師暖と云人是を聞て、

「これは亡 国の声 なり。昔、師莚がっ く
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りし、股 の紺 の靡 々楽 なり。(中 略)今

の世 に不 レ可 レ調。」 と云。其時、平公が

いわ く、「我は年老 、よわ ひ傾 きた り。

この後国ほろぶ とも、敢て不 レ可 レ愁。」

と、(中 略)左 右 聞者 、皆以涙 をながす

(304ぺ)

典拠と思われ る中国の故事を次 に記す。

『韓非子』(B.C.3C)「 十過 」に次の よ

うな記述が見 られ る。

昔者衛 霊公将 レ之 レ晋 、至二撲水之 上_

(中略)夜 分而聞下鼓二新声_者 ヒ、而説

レ之。(中 略)子 為聴而写 レ之。師漏 日、

諾。(中 略)遂 去之 レ晋。晋平公膓二之於

施夷之台_。 酒酪霊公起 日、有一新声一.、

願請以示。平公 日、善。乃召二師泪_令 下

座師暖之労_、 授 レ琴鼓 七之。未 レ終、師

噴撫止 レ之日、此亡国之声、不レ可レ遂也。

(中略)師 暖 日、此 師延 之所 レ作、与 レ

紺為一靡靡之楽_也 。(中 略)平 公日、寡

人之所 レ好者音也、願試聴 レ之。師暖不 レ

得 レ已、授 レ琴而鼓。(中 略)平 公人説、
く　　　

座 者皆喜 、平公提 レ膓 而起 、為 二師B寿_。

こ こ まで の 記述 は、 『十 訓 抄 』 の説 話 に 投

影す るが 、『韓 非 子』 の記事 は 更 に続 く。

平 公 日 、寡 人 老 　 、所 レ好 者音 楽 、願 遂

聴 レ之。 師 鑛 不 レ得 レ已 レ而 鼓 レ之 。 一奏 レ

之 、 有 二玄 雲_、 従 二西 北 方,起 。 再 奏 レ

之 、大風 至 、大 雨 随 レ之 、裂 二帷幕_、 破

姐 豆 、 漿 一廊 瓦_、 座 者 散 走 。 平 公 恐 櫻

伏 一干 廊室 之 間_。(中 略)平 公 之 身 遂痙

病 。 故 日、 不 レ務 レ聴 レ治 、 而 好 二五 音_
く　　の

不 レ已、則窮 レ身之事也。

『韓非子』の主題は、「十過」 の標題が示

す ように、君主における十種 の過誤にある。

政治をおろそかにし、音楽などに夢中になっ

ていると身 を滅ぼ し、国を亡ぼす という教訓

なのである。

ところが 、『十訓抄』 にお いては、才芸 を

身につけることの重要性を説いているのであ

る。

(その7)第 十 「可レ庶二幾才能 ・芸業_事 」

第74話

賄賂を拒絶 した国司の清廉 さと対比された

紺王をめ ぐる小話である。

むか し、股紺の西伯を捕えた りけ るに、

大顛 ・閥天 の輩、善馬以下数のたか らを

奉 りて、ゆ りにけ り(316ぺ)

紺王 を非難 した西伯(周 の文王)を 紺王が

捕えた折に、西伯 の臣下が献上 した良馬など

の数多の財宝を喜 んだ糸寸王が、西伯 を許 した

という故事がふ まえ られている。

『史記』 「周本紀」の記事を見てみ よう。

帝紺乃囚二西伯於姜里 一。閥天之徒患 レ之、

乃求一有宰氏美女 ・驕戎之文馬 ・有熊九

馳 ・他奇怪物_、 因一股壁 臣費仲_而 献 一

之紺_。 紺大説 日、 此 一物 足二以釈 一西
くな 　め

伯.,。

清廉 な国司に対比された愚帝紺王の人 とな

りが垣間見 られ る。

か くして、悪名高き股の尉王は、 この文王

の子武王によって滅ぼ され るのであ る。

III始 皇帝 をめ ぐる説 話

始 皇帝(前259～ 前210年)は 、全中国を

統一 した最初の皇帝である。万里の長城の増

築や、阿房宮な どの造営で知 られ る、絶大 な
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る権力者の説話が4話 ほど見 られる。

(その1)第 一 「可レ定二心操振舞_事 」第

9話

「五人夫の松」にちなむ報恩讃である。

秦始皇泰 山にみ ゆきな し給ふに、俄 に雨

にあひ、こまつの木の下に立よ りて雨 を

過 したまへ り。此故 に彼松 に位 をさづけ

て五大夫 といへ り(37ぺ)

俄雨か ら庇護 してくれた植物(非 情)の 松

に、五位(五 品)の 官位 を授 けたというので

ある。

出典は 『史記』「秦始皇本紀」であろう。

乃遂上二泰山_、 立 レ石封祠祀。下、風雨

暴至。休一於樹下_。 因封一其樹_為 一五
く12)

大夫_。

説話文末の教訓は、

か しこきひとは、 こ!う なき石木 までに

もか くおもひ知むねをあ らはす な り(37

ぺ)

とある。 まさに、「可 レ定二心操振舞_事 」で

ある。

(そ の2)第 一 「可 レ定二心 操振 舞_事 」 第

38話

「心操振舞」の定 ま らない人物のエ ピソー

ドが記されてお り、始皇帝は ワキ役であ る。

昔、秦舞陽が始皇帝 を見たてまっ りて、

色変 じ身ふ るひた りけ るは、逆心をっN

みえざ りけるゆへ也(61ぺ)

秦舞陽は戦国時代の昔(前227年)、 燕 の
く　お　

丹太子の命を受け、刺客の荊輌 とともに、始

皇帝に拝謁 した人物である。

見一燕使者威陽宮_。 荊輌奉一簗於期頭函

_、 而秦舞 陽奉二地図厘_。 以 レ次進 至 レ

陛。秦舞陽色変振恐。群臣怪 レ之。(「刺
く　ユの

客列伝」)

反逆の心 を隠す ことができなか った小心者

と して記されているが、それは、始皇帝 とい

う絶人 なる権力者に圧倒されてものであろう。

数股前の紹介の条には、

燕国有二勇士秦舞陽_。 年十三殺 レ人。人
く　お　

不一敢杵視_。

と記 されていた人物 なのだ。

風格 の勝負 という感がす る。

(その3)第 二 「可 レ離二僑慢_事 」第5話

驕慢 な者を退 け、質素倹約を 旨とすべ し、

という教訓謳の中に、豪奢を極 めた始皇帝の

宮殿 にまっわる故事が引かれている。

秦始皇の威陽宮、お ごりをきはめ、 うる

は しきをきはめた りし、あたのためにほ

ろぼされ て、子孫 にったふることなか り

き。(中 略)暴 秦衰而無一虎狼_。 威陽宮

之煙片h(84ぺ)

贅 と美 と力の象徴 とも見られた威陽宮が、

始皇帝 の死後におけ る楚漢の抗争の中で、項

羽(前232～ 前202年)に よ って焼かれて し

まった ことを、源順(平 安 中期の歌人、漢学

者)の 漢詩 などを引用 しなが ら記 した小話で

ある。

出典は 『史記』であろう。

項羽引 レ兵 西、屠二威陽_、 殺二秦降王子
く　ユの

嬰_、 焼二秦宮室_。(「 項羽本紀」)

説話はこのあと、質素倹約 の政治を教訓す
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るが、 こち らの方の出典 は 『貞観政要』「君

道第一」であ る。

焚二鹿台之宝衣_、 殿 レ阿房 之広殿_。 催

一危亡於峻宇_。 思一安処於卑宮_、 則神
くな ユわ

化潜通、無為而治。徳之上也。

『十訓抄』には、上記の文 をそのまま引用

し、「貞観政要 にか ＼れ けるこそ、倹約 の政

あるべきや う、いみ じく目出たけれ」(85ぺ)

と記されている。

(そ の4)第 七 「可 レ専二思慮_事 」

思慮深さを教訓 した説話に、反面教師と し

ての始皇帝が登場す る。

彼秦始皇帝、高漸離 にはか られ て、剣に

のぞめ りけるは、燕の国の図にふけりて、

自出相給へ る故 なり(212ぺ)

前述(そ の2)の 説話 を、始皇帝側か ら照

射 したものであるが、人物関係 に誤 りがある。

「高漸離」は 「荊輌」 と改め るべ きであ る。

高漸離は荊朝の親友であ り、荊朝の死後に始

皇帝暗殺 を図 ったが、失敗 し殺 された人物で

ある。親友の仇討ちの思いも込め られた、始

皇帝暗殺未遂 という共通性 が、『十訓抄』編

者の筆を誤 らせたのであろう。

「剣」と 「図」(地 図)の キー ・ワー ドは、

間違 いなく 「荊輌」と 「秦舞陽」の始皇帝暗

殺未遂事件である。

高漸離 の名前が 出た序でに、彼 にっいての

故事を紹介 しよう。

刺客の荊輌が燕の国に来て、最初に友となっ

たのが高漸離であ った。

荊輌既至 レ燕 、愛二燕之狗屠及善撃 レ筑者

高漸離_。 荊輌嗜 レ酒、 日与二狗屠及 高漸

離L飲 二於燕市_。 酒酪以往 、高漸離撃 レ

筑 、荊輌和而歌 一於市中_、 相楽也。 已
く　ユ　　

而相泣、傍若二無 レ人者_。

高漸離は、筑という琴(き ん)に 似た十三

弦の弦楽器の名手で、彼の伴奏で荊輌が歌い

楽 しむ とい った交友関係であ った。

荊朝た ちによる始皇帝暗殺未遂事件の後、

丹太子と荊朝ゆか りの者 の追跡を始めた始皇

帝か ら逃れ るために、高漸離 は名前 を変え身

をひそめていたが、たまた ま筑の演奏を耳に

してか ら、その演奏の未熟 さを批評す るに至

り、雇い主か ら筑の演奏を所望 され 、一座 の

者 を感動 させた。

高漸離の評判がやがて始皇帝 の耳に達 し、

皇帝 に召された席において、高漸離の正体が

暴かれて しまった。

始皇帝は高が筑の名手であることを惜 しみ、

死罪 を免 じ盲 目に して、側近の楽人の一人に

据 えた。

その後の運命 を、『史記』「刺客列伝」は次

のように記す。

使 レ撃レ筑、未二嘗不フ称レ善。梢益 近 レ之。

高漸離乃以 レ鉛置二筑中_、 復進得 レ近 、

挙 レ筑朴二秦皇帝_。 不 レ中。於 レ是遂訣二
く　 　の

高漸離_、 終身不=復 近一諸侯之人_。

始 皇帝の寵愛 のもとで筑を演奏 していたあ

る 日のこと、高は筑の中に鉛 を隠 し置き、機

会を見っけ、筑で始皇帝 に打 ちかか った。 し

か し、筑はあた らず、皇帝はやむな く高を処

刑 した。

王者始皇帝の風格 といい、義のために生命

を貫いた高漸離 といい、歴史の ドラマは善悪

を超えて感動的である。

『十訓抄』の説話は、敵国の地図に心奪わ
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れ、敵国の使者 に接見 した、始皇帝の心の油

断を指摘 しているが、権 力者の強運のような

ものも感 じられ てならない。

以上、「舜帝」、「尉王」、「始皇帝」 の三人

の帝王を取 り上げ、彼 らにまつわ る説話 と、

その背景の故事を垣間見てきたが、概 して舜

帝は 「尭舜の世」 に相応 しい名君潭 を語 り、

紺王は 「桀紺」の呼称で名高い暴君謂を語 り、

始皇帝 は功罪相半ばする権 力者の姿を伝えて

いる。

この始皇帝のあ りようこそ、古今東西の権

力掌握者の実相であ るといえ よう。

漢代以降の帝王讃にっいては、次号で述べ

ることに したい。
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